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WEB サイト：https://syokusan-kobo.com/ 

 
参入法人の概要 
法人形態：リース法人 
代表者名：代表取締役会⾧ 村井 康夫 
     代表取締役社⾧ 夏原 大輝 
所 在 地：滋賀県近江八幡市北津田町 1047-1 
設立年次：平成 4 年 3 月（1992 年 3 月） 
資 本 金：300 万円 
親 会 社：― 

 
営農形態：露地栽培、施設栽培 
主要作物：大豆、タマネギ、マンゴー、その他 
経営面積：127a（うち所有 a、借入 127a） 
主な販売先：EC サイト等での直接販売 
売 上 額：非公開 
従 業 員：常時雇用２名（農場スタッフとして）、 

非常勤雇用０名 

●農業に参入した目的を教えてください 

株式会社イーマックス・サプライは、物流管理システムの企画開発、物流センターの運営管理等
を行う会社ですが、消費者の食の安全に対する意識の高まりや企業の農業参入への規制緩和を背景
に、「これからは農業の時代」との考えから、経営の多角化や農業を通じて地域への貢献を図ること
を目的に、代表取締役会⾧を本部⾧とするアグリ事業部を平成 26 年に立ち上げました。 

●当該土地を選んだ理由を教えてください 

参入するに当たって農地がなかなか見つかりませんでした。アグリ事業部を立ち上げてから 3 年
ほどして当社の営農担当者の縁で本地域の農家に話を繋げてもらえることとなり、近江八幡市の農
地を借りることができました。 

●当該作物を選んだ理由を教えてください 

タマネギやニンジンなどの野菜類はアグリ事業部経
営の蕎麦屋（現在は閉店）での使用や EC サイト等で
の販売目的で栽培しています。 また、自社で製造・販
売する加工品の原料として大豆（味噌）とマンゴー（ジ
ェラート・クラフトコーラシロップ）を栽培していま
す。大豆の栽培は土壌改良や窒素固定の役割を担って
おり、土づくりを進めるために導入しました。品種は、
地域の在来種である「みずくぐり」を選んでいます。 

●参入にあたって栽培技術面等の課題にどのように対応されましたか 

ようやく借りることができた圃場は元々干拓地で、蓮根栽培なども推奨されていた経緯があり、
更にかさ上げするための工事が行われた直後でした。そのため、水はけが悪く、数年かけて土づく
りを進めながら農業に取り組んでいます。 

参入当初は、栽培技術の習得や向上を図るため、有機農業を実践している農家さんで研修を受け

滋賀県拠点との意見交換の様子 



ながら一緒に働くとともに、資源循環や環境保全型の農業農法の実施に向けて、コンサルティング
会社の指導も受けました。 

●販売先、販路についてはどのように確保されましたか 

野菜等については、蕎麦屋（現在は閉店）での使用・直売がメインでしたが、EC サイトでの直接
販売を行う他、徐々に地域との繋がりができたことから、今後は地域の直売所や道の駅等での販売
を予定しています。 

●農業参入してみて気づいた（参入するまで気づかなかった）のはどのようなことですか 

当社のような経営規模で農業へ参入した企業が農機具等の導入の際に活用できる補助金等の情報
を入手できませんでした。 

鳥獣の被害は少ないですが、化学肥料や除草剤を使わずに栽培しているため、露地栽培において
は害虫対策に苦慮し、草刈りには 2 人で年間 100 時間掛けて作業することもありました。 

●地域の方や農業委員会、JA、自治体との関係について気を付けていることがあれば教えてください 

地域の農家とは生産技術に関する情報交換を行う等の繋がりはあります。また、JA とは販売先と
しての繋がりはありますが、自治体との繋がりは現在のところあまりありません。今後は地域の振
興を図る観点から、自治体との繋がりにも力を入れたいと考えています。 

●今後の経営方針について教えてください 

露地栽培は、栽培面積の拡大よりも品種や品質にこだわった栽培を重視して行う方針です。 
施設栽培は、経営の効率を考え将来的には栽培面積を拡大したいと考えています。 
6 次産業化では、商品の付加価値の向上を図るために有機 JAS や地域で生産された野菜など地域

の原料を増やすとともに、ジェラートやクラフトコーラシロップに続く新たな商品を開発し、さら
にメニューを広げていきたいと考えています。 

●今後、農業参入しようと考えている企業へのメッセージをお願いします 

地域の農業を営む人達との繋がりができ、地域で栽培された農産物を地域で食べてもらうことで
地域を盛り上げることができると考えています。地域が盛り上がれば、自分達も農業を楽しむこと
ができます。 

 

 
 

 

地元農産物を使用したジェラート 栽培されたマンゴーの様子 


